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サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場 

PAS 2060 Qualifying Explanatory Statement(適格説明書) 

2023年 6月 

サントリーホールディングス株式会社 
 
第 1期 2022年 1月 1日～2022年 12月 31日 
 
これは、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場がカーボンニュートラルを達成し、 PAS2060:2014 の報
告書に沿ってカーボンニュートラルを目指すことを証明する PAS2060 Qualifying Explanatory Statement です。 
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「サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場 適格性説明書」 

 
本資格説明書（QES）は、サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場が、PAS2060:2014 に
基づき、2022会計年（2022年 1月 1日～2022年 12月 31日）において、カーボンニュートラルを達成していることを示
す、適格声明書(QES)です。 
・ 当工場のカーボンニュートラルに関するすべての必要な情報が含まれており、サントリーグループのウェブサイトにて公開します。 
・ 本書に掲載した情報は、独立した第三者機関である BSI グループジャパン株式会社により検証され、カーボンニュートラルへの
取組みと達成宣言が PAS2060 の要求事項に基づき適切に報告されていることを確認しています。記述の妥当性に影響する
何らかの情報が得られた場合、予告なく更新される場合があります。 
     ※BSI グループジャパン株式会社からの保証書は、本報告書の付録 C に掲載されています。 
 
サントリーグループは 1899年に鳥井信治郎が鳥井商店を開業し、ぶどう酒の製造販売を始めたのがはじまりです。純粋持株会
社制を導入しており、サントリーグループ全体の経営戦略の策定・推進及びコーポレート機能を果たすサントリーホールディングス
株式会社のもと、飲料・食品および酒類の製造・販売、更に健康食品や花、外食などその他の事業活動を行っています。サント
リーグループの連結従業員数は 40,885人（2022年 12月 31日現在）で、2022年の売上収益は 2兆 6,588億円
（酒税控除後）です。サントリーグループの事業は、以下の通りです。 
 ・飲料事業：サントリー食品インターナショナル(株)及びその子会社が、日本・欧州・アジア・オセアニア・米国等のエリアで清涼
飲料の製造・販売を行っています。2022 年の、同事業の売上収益が全体に占める割合は、54％（1 兆 4,449 億円）です。 
・酒類事業：Beam Suntory Inc.及びその子会社が米国をはじめとする様々なエリアで製造販売を行い、その他、サントリ

ー（株）が酒類の製造・販売を行っています。2022 年の、同事業の売上収益が全体に占める割合は、35％（9,356 億円）
です。 
・その他事業：サントリーウエルネス（株）が健康補助食品等の製造・販売、サントリーフラワーズ（株）が花苗・切り花の生

産・販売など、2022年の同事業の売上収益が全体に占める割合は、11％（2,783億円）です。 
サントリーグループは、「人と自然と響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす」という企業理
念を掲げ、創業以来脈々と受け継がれている「やってみなはれ」と「利益三分主義」のもと、「Growing for Good」として最高の
品質をめざした商品やサービスをお届けし、世界の生活文化の発展に貢献しています。また、「サントリーサステナビリティビジョン」の
もと 7 つの重要テーマを掲げサステナビリティ課題に取り組んでいます。特に「水」「CO2」「プラスチック」に関しては、それぞれに 30
年目標を掲げ、様々な施策を展開しています。 
 
今回の PAS2060:2014 の対象となるサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の概要は以下の通りです。 
 
工場名：サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場 
取得面積：約 41万㎡ 
建築面積：26,457㎡ ※延べ床面積 40,760㎡ 
着工：2019年 9月 
稼働：2021年 5月 31日 
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生産能力：1,500万 c/s/年 
従業員数：75名 （2023年 4月時点） 
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1. はじめに 

本書は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場が、2022年において、同工場の直接操業から生じるス
コープ 1 およびスコープ 2 の排出量について、カーボンニュートラルを達成したことを表明する QES です。同工場は、PAS 
2060:2014 に基づき、スコープ 1 およびスコープ 2 のカーボンフットプリントを定量化しています。スコープ 3 の排出量は、サントリ
ーグループとして取り組んでいるため、このサイトでのカーボンニュートラルへの取組みと達成には含まれていません。スコープ 3排出
量の目標は、2030年までにバリューチェーン全体で排出量を 2019年から 30％削減するというサントリーグループ全体のコミット
メントによってカバーされています。サントリーグループは、再生可能エネルギーの導入・利用、循環型製品の設計、再生可能農業
などについてサプライヤー様と提携し、2030年までにバリューチェーンの炭素排出量を 3割削減し、ネットゼロ炭素排出量への移
行を支援することを目指しています。 
 
この文書は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のスコープ 1 およびスコープ 2 のカーボンフットプリント
に対するカーボンニュートラル達成の文書で、2022年を対象としています。同工場は、PAS 2060:2014 に基づき、スコープ 1
およびスコープ 2 の排出量についてカーボンニュートラルへの取組みを実証するためのカーボンマネジメント計画を策定しています。
表 1は、カーボンニュートラル達成の宣言を裏付ける QES として、PAS2060 が要求する情報を文書化したものです。 
 
表 1.PAS 2060 Qualifying Explanatory Statement 情報概要 
PAS2060 の宣言を行う事業者 サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス

信濃の森工場 
宣言の立証に必要なデータの評価と提供（宣
言の作成、立証、伝達、維持を含む）に責任を
持つ個人 

サントリーホールディングス株式会社 
サステナビリティ経営推進本部 
サステナビリティ推進部 
部長 西脇義記 

PAS 2060 の対象 サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス
信濃の森工場操業時のスコープ 1 および 2 の排
出量。詳細は"2.達成可能な範囲"を参照してく
ださい。 

対象の機能 清涼飲料水の製造。ブランド体験。 
対象が機能を発揮するために必要な活動 原水の揚水・処理、充填・包装、排水、オフィス 
対象の識別 敷地図及び製造工程 
フットプリント算出の方法 スコープ 1（直接 CO2排出量）は、現場での

エネルギー消費を対象としています。スコープ 2
（間接 CO2排出量）は、購入した電力からの
排出で、マーケットベースの排出を報告していま
す。 

実施された適合性評価の種類 PAS2060:2014I3P3（独立した第三者機関
による検証-コミットメントと達成の統一検証） 
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I3P3 
検証機関名：BSI グル－プジャパン株式会社 

PAS 2060 のベースライン日 2022年 1月 1日 
達成期間 2022年（2022年 1月 1日～2022年 12

月 31日） 
コミットメント期間 2023年（2023年 1月 1日～2023年 12

月 31日） 
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2. 達成可能な範囲 

カーボンニュートラルの達成は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の操業から発生するスコープ 1 およ
びスコープ 2排出を対象としています。これらは、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場が直接管理し、
この施設の設計と操業を通じて影響を与えることができる排出です。以下にプロセスフロー（図 1）と敷地境界図（図 2）を示
します。 
 
図 1.プロセスフロー（破線内が対象範囲） 

 
 
図 2.敷地境界図（赤線内が対象範囲）
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サントリーグループは現在、事業や目標に関連し、信頼できる情報がある活動については報告・会計処理を行っています。スコー
プ 3排出量は、企業グループレベルで対処されているため、カーボンニュートラルに対するこのサイト固有のコミットメントには含まれ
ていません。スコープ 3排出量の目標は、2030年までにバリューチェーン全体で排出量を 2019年から 30％削減するという企
業のコミットメントによってカバーされています。サントリーグループは、2030年までにバリューチェーンの炭素排出量を 3割削減させ、
ネットゼロ炭素排出量への移行を支援するため、再生可能エネルギーの導入・利用、循環型製品の設計、再生可能農業などを
含む多くの機会でサプライヤーと提携する予定です。 
 

3. カーボンフットプリント 

3.1 ベースライン 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のベースライン 2022 年排出量を算出し、付録 A に記載しました。 
 
3.2 達成期間 
サントリープロダクツ株式会社サントリー天然水北アルプス信濃の森工場のベースライン 2022年排出量を算出し、付録 A に記
載しました。 
 
3.3 メソドロジー 
以下の基準を用いています。 
 

(GHG プロトコル)  
Corporate Accounting and Reporting Standard 
Scope 2 Guidance  
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Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard  
Scope 3 Calculation Guidance  

(Science Based Target initiative)  
Criteria and Recommendations" 

 
燃料： 
省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関する法律、以下同じ）、温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律、以下
同じ）で定められた係数。購買量は供給会社からの請求書によって把握しています。 
 
CO2以外の GHG： 
温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律、以下同じ）で定められた係数。 
 
なお、電力はすべて再生可能エネルギー由来であるため、GHGは発生しません。 
※契約書またはエネルギー属性証明書を裏付ける証拠が維持され、毎年更新されています。すべての契約書またはエネルギー
属性証明書は、GHG プロトコル・スコープ 2 ガイダンスに詳述されている品質基準を満たしています。 
 
社内基準や慣行に加え、サントリーグループでは、毎年報告される環境データについて、外部の独立した第三者監査人による限
定保証プログラムを実施しています。 
 
3.4 排出削減・オフセット戦略 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場では、スコープ 1 と市場からのスコープ 2 の炭素排出量を削減す
ることに重点を置いており、再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電
力の調達などを実施しています（図 3 参照）。また事業所における電力購入量、LNG 購入量から炭素排出量を毎月測定し、
残った炭素排出量をカーボンクレジットを使用して相殺します。スコープ 3 のバリューチェーン排出量は全社レベルで削減する機会
を特定する予定です。 
 
図 3.CO2排出量ゼロ工場のエネルギー供給スキーム 
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3.4.1 スコープ 1・２ 
サントリーグループは、すべての事業所でエネルギーパフォーマンスの最適化を優先し、第一に全体的なエネルギー需要の削減を
図ります。そして、Scope1 と 2 の排出の主要な炭素削減戦略は、再生可能エネルギーの使用によって達成され、エネルギー属
性証明書の使用よりも、直接的な炭素削減オプションに強く焦点を合わせています。 
 
3.4.2 スコープ 3 
サントリーグループは現在、事業と目標に関連し、信頼できる情報がある活動について報告・会計処理を行っています。スコープ 3
排出量は、企業グループレベルで対処されているため、カーボンニュートラルに対するこのサイト固有のコミットメントには含まれてい
ません。スコープ 3排出量の目標は、2030年までにバリューチェーン全体で排出量を 2019年から 30％削減するという企業の
コミットメントによってカバーされています。サントリーグループは、2030年までにバリューチェーンの炭素排出量を 3割削減させ、ネ
ットゼロ炭素排出量への移行を支援するため、再生可能エネルギーの導入・利用、循環型製品の設計、再生可能農業などを含
む多くの機会でサプライヤーと提携する予定です。 
 
サントリーグループは、全世界でソフトドリンク工場、ウイスキー蒸溜所、ブルワリー、ワイナリーなどを運営しており、大規模な事業ネ
ットワーク全体でスコープ 3 の排出削減機会を実現しています。これらの原材料、包装資材、物流サービスは、すべてグループレ
ベルの市場内専門家が調達しており、サントリーグループのサプライヤーとの脱炭素化に関する戦略的議論をサポートしています。 

4. その他 

4.1 文書及び記録の管理ルール 
カーボンニュートラルに関する文書の管理は以下のように定めます。 
・管理方法 
活動量の取得等に用いる証憑類（契約書、見積書、請求書等）は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃
の森工場総務部門及び工務部門において管理します。 

・保管期間 
法により 6 年以上の保管年限の定めのあるときは、それに従います。法による保管年限が 6年未満のものについては 3年間
保管します。また、その他の主要な文書については、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部サステナ
ビリティ推進部が文書ごとに保管期間を定めます。 

・廃棄 
保管期間を満了した文書は、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部サステナビリティ推進部の承
認を得て廃棄します。 
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付録 A.カーボン・フットプリント 

A.1 メソドロジー 
以下の基準を用いています。 

(GHG プロトコル)  
Corporate Accounting and Reporting Standard 
Scope 2 Guidance  
Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard  
Scope 3 Calculation Guidance  

(Science Based Target initiative)  
Criteria and Recommendations" 

 
燃料： 
省エネ法（エネルギーの使用の合理化等に関する法律、以下同じ）、温対法（地球温暖化対策の推進に関する法律、以

下同じ）で定められた係数。購買量は燃料供給会社からの請求書によって把握しています。 
CO2以外の GHG： 
温対法で定められた係数 

なお、電力はすべて再生可能エネルギー由来であるため、GHGは発生しません。 
※契約書またはエネルギー属性証明書を裏付ける証拠が維持され、毎年更新されています。すべての契約書またはエネルギー
属性証明書は、GHG プロトコル・スコープ 2 ガイダンスに詳述されている品質基準を満たしています。 
社内基準や慣行に加え、サントリーグループでは、毎年報告される環境データについて、外部の独立した第三者監査人による限
定保証プログラムを実施しています。 
 
A.2 ベースラインとコミット対象期間 
LNGは LNG サテライトから貫流ボイラに送られ、貫流ボイラから蒸気を生成し製品滅菌・製品充填で使用されます。ボイラーで
の LNG使用量削減（=間伐材使用量増）によって CO2排出は抑制される見込みです。尚、電力は太陽光発電(PPA)お
よび再生エネルギー由来電力購入および 100%のため CO2は発生しません。 
 
表 A-1.ベースラインとコミット対象期間の年間炭素排出量 

燃料 2022年実績(t-CO2) 2023年見込(t-CO2) 増減率 
ＬＮＧ 1,385 1,116 -19% 
購入したオフセット 1,385 1,116 -19% 
ネットオフセット合計 0 0 - 
 
A.3 ＬＮＧによる排出量 
LNGは LNG サテライトから貫流ボイラに送られ、貫流ボイラから蒸気を生成し製品滅菌・製品充填で使用されます。 
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表 A-2.2022年の定置燃焼による年間炭素排出量の推計値 
燃料 購買量 単位発熱量 発熱量 排出係数 排出量 

ＬＮＧ 512 
ton (metric 
ton) 

54.6 GJ/ton 
(metric ton) 

27,979GJ 0.0135 
tC/GJ 

1,385 t-
CO2 

 
 
A.4 除外 

GHG の説明 除外の正当性 
二酸化炭素(CO2) サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス

信濃の森工場では排水処理での微生物による
発生やブタンガスボンベの使用がありますが微量
のため除外します。 

メタン(CH4) サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス
信濃の森工場では排水処理での微生物による
発生がありますが微量のため除外します。 

一酸化二窒素(N2O) 排出はありません 
ハイドロフルオロカーボン(HFCｓ) サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス

信濃の森工場では冷蔵庫、チラーにて使用して
いますが、すべて閉ループでの使用です。漏洩し
た場合でも微量のため除外します。 

パーフルオロカーボン(PFCｓ) 使用していません 
六フッ化硫黄(SF6) サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス

信濃の森工場では殺菌機の電気設備にて絶縁
ガスとして使用していますが、すべて閉ループでの
使用です。漏洩した場合でも微量のため除外し
ます。 

三フッ化窒素(NF3) 使用していません 
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A.5 スコープ 2 電気の排出量 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場の電力消費量は、2022年は 10,771MWh でした。サントリー
プロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のスコープ 2排出量削減戦略は、太陽光発電(PPA)および中部電力社と
の再生可能エネルギー契約（2022年 04月 01日から 2023年 03月 31日までの 100％の定期契約）により達成され
ています。市場ベースのスコープ 2会計では、再生可能エネルギーはゼロ炭素エネルギーであるため、排出係数は 0t-
CO2e/kWh です。2023 年の電力消費についても引き続き太陽光発電(PPA)および再生可能エネルギー契約により GHG
排出ゼロを達成する計画です。 
 
A.6 カーボンオフセット 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場は、スコープ 1 の残留排出量を補償し、カーボンニュートラルを達
成するためにカーボンクレジットを購入しています。PAS 2060 では、これらのカーボンクレジットは、J-Creditなど公的なクレジット
や Gold Standard や Verified Carbon Standard（VCS）など、指定され監査されたソースからのものでなければならず、
ダブルカウントが発生しないこと、プロジェクトが積極的に炭素排出を除去していることを保証しています。22年は、表 A-3 に示す
ように、残留する LNG由来の炭素排出量を 100％カバーするカーボンオフセットを購入しました。詳しくは「付録 D-カーボンオフ
セット証明書エビデンス」および J-クレジットのホームページ（※）をご覧ください。※https://japancredit.go.jp/ 
 
表 A-3.22年カーボンオフセット購入量  

 

  

2023年
1-3月 1-3月

プロジェクト名
数量(ton-CO2)

527 391
1,425

年
月

1,385PAS2060対象排出量（ton-CO2)
897 858

グリーン・リンケージ倶楽部（太陽光） ツルハグループ省エネプロジェクトの会
無効化通知書

排出量（ton-CO2)

4-12月
2021年 2022年

4-12月

1,249

https://japancredit.go.jp/
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付録 B．カーボンマネジメント計画 

B.1 はじめに 
このカーボンマネジメント計画（CMP）の目的は、サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場のカーボンニュ
ートラル達成を明確に定義し、スコープ 1 および 2 の GHG排出量を削減し、カーボンニュートラル認証を得るために、炭素排出
量をどのように監視・管理するかを文書化することです。 
 
達成宣言は以下の通りです： 
 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場において、サイト運営から排出されるすべてのスコープ 1 および 2
のカーボンニュートラルが、PAS2060 に基づき、2022年の期間においてサントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の
森工場によって達成されました。" 
 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場は、敷地内のエネルギー効率を継続的に改善し、化石燃料では
なく再生可能エネルギーやバイオ燃料を利用することで、操業時の GHG排出量を削減し、残存する LNG由来の排出量を
PAS2060 に準拠した高品質のオフセットで相殺することを約束します。サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の
森工場はカーボンニュートラルを達成し、2022年の PAS2060 による認証を受けました。 
 
本 CMP と関連する書類は、環境管理責任者が少なくとも年 1回見直し、更新し、必要に応じて現場の業務チーム、技術管
理責任者、サントリーホールディングス株式会社サステナビリティ経営推進本部から情報を得ます。この見直しと更新は、法律やメ
ソドロジーの変更などを反映して行われます。本 CMP の修正は、環境管理者が行い、 CMP の修正版は、正式な承認のために
関連する関係者に提供されます。 
 
B.2 ターゲット 
 
▼業界トップクラスの環境配慮型工場 
サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた食品酒類総合企業として、「水と生きる」をコーポレートメッセージ、
「人と自然と響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間の生命（いのち）の輝き』をめざす。人と自然と響きあう」をわたしたちの
目的に掲げています。その企業理念のもと、同工場は、業界トップクラスの省資源・省エネルギーを追求し、循環型かつ脱炭素社
会の実現に貢献していきます。 
 
〈環境配慮の取り組みについて〉 
●CO2排出量の削減について 
再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電力の調達などにより、当社で
初めて、“CO2排出量ゼロ工場※1”を実現します。 
 
※1 省エネ推進や再生可能エネルギー導入、化石燃料由来 CO2 の排出をオフセットするクレジットの活用などにより、製造工
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程における CO2排出量を実質的にゼロとする工場 
 
●水の再利用・節水について 
サントリーグループでは、できる限り使う水を少なくする（Reduce）、繰り返し使う（Reuse）、処理をして再生利用する
（Recycle）、「水の 3R」を徹底しています。同工場では、可能な限り水の使用量を少なくした製造プロセスの設計、水のカス
ケード（多段階）利用※2 といった高度な循環再利用などにより、製品 1kl を製造するために使う水の量の少なさ（水使用原
単位）で業界トップレベルを目指します。 
 
※2 製造工程で使用する水を冷却水や洗浄水など 4 つのグレード（清浄度）に分類し、高いグレードが要求される用途から
次のグレードでまかなえる用途へ段階的に再利用を図る技術です。 
 
●地域・自然との共生について 
長野県大町市において、同工場の水源涵養エリア約 441 ヘクタールの森林を、「サントリー 天然水の森 北アルプス」として、水
を育む森林の整備・保全を進めていきます。また、地下水の啓発等“水”に関する取り組みを積極的に推進している大町市、大
町市教育委員会と連携し、同市ならではのプログラムでサントリー次世代環境教育「水育(みずいく)」を実施します。 
 
B.3 スコープ 1 および 2 GHG エミッション 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場での CO2 の発生源は製品滅菌、充填時の熱処理に使用するた
めに蒸気を生成するボイラーに使用する LNG です。電力については 100%再エネルギー由来のものを採用しているので CO2は
発生しません。  
 
B.4 エミッション・リダクション・ストラテジー 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場では、スコープ 1 と市場からのスコープ 2 の炭素排出量を削減す
ることに重点を置いており、再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電
力の調達などを実施しています。ISO14001 に則って環境目標を毎年立案し、事業所における電力購入量、LNG購入量から
炭素排出量を毎月測定し、月次環境保全委員会にて削減計画の進捗をモニタリングし、必要に応じて削減計画を見直します。
また残った炭素排出量をカーボンクレジットを使用して相殺します。スコープ 3 のバリューチェーン排出量は全社レベルで削減する
機会を特定する予定です。 
 
B.4.1 エネルギー削減 
 
生産活動の条件を見直し、エネルギーの無駄を削減します。 
 
B.4.2 排出削減 
再生可能エネルギー発電設備やバイオマス燃料を用いたボイラー導入、再生可能エネルギー由来電力の調達などを行います。ま
たボイラーの熱源を LNG から間伐材チップにシフトすることを検討していきます。 
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B.4.3 今後の削減計画 
サントリープロダクツ株式会社天然水北アルプス信濃の森工場はエネルギー消費を削減し、残留排出量をさらに削減するための
新たな機会を引き続き見極めていく予定です。資源効率を高め、責任を持って再生可能エネルギーを使用することが重要である
ため、将来的には、すでに再生可能エネルギーを使用しているプロセスを改善することも視野に入れています。 
 
B.5 排出権補償戦略 
カーボンニュートラルを達成・維持するためのサントリーグループの戦略は、サイトからのスコープ 1 および市場ベースのスコープ 2 の
炭素排出量を検証し、必要な量のカーボンオフセットクレジットを調達することで、残余の炭素排出量を削減します。 
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付録 C．3rd  パーティーアシュアランスレター 
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付録 D．カーボンオフセット証明書エビデンス 
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